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七ヶ宿中学校

㉔㉕ 広報しちかしゅくNo.747令和５年４月１日号

　３月７日にＨ３ロケットの打上げを業間休み
にライブ視聴しました。先月に引き続き、多く
の生徒が集まり、打ち上げの瞬間は大歓声が上
がりました。最終的には、残念な結果に終わり
ましたが、宇宙へのワクワクを感じることがで
きました。
　３月14日には、ＧＩＧＡスクール講座「量子
力学100年の謎と量子コンピュータへの挑戦」
を視聴するイベントを放課後に開催したところ、
自由参加にもかかわらず、多くの生徒が参加し
ました。難しい内容でしたが、クイズを楽しみ
ながら、最先端技術を学ぶことができました。

　３月７日（火）、３年生を送る会を給食室で行いました。
３年生を送る会実行委員長の齋藤郁実さんを中心に実行
委員が準備を進めてきました。
　３年生と一緒に全校生徒、全職員でゲームを楽しんだ
後に、手作りの記念品を贈呈したり、動画を観たりして、
３年生への感謝の気持ちを伝えました。
　最後には、３年生から後輩へのメッセージもあり、笑っ
て、楽しんで、感謝して・・・。
　３年生の皆さん、本当にありがとうございました！

卒業生を送る会
～３年生の皆さん、ありがとうございました！～

科学技術への関心を高める
～Ｈ３ロケット＆量子コンピュータ～

　３・４年生が、２月14日に水と歴史の館を見学し、町
の移り変わりや昔の暮らしを学びました。昔の道具につ
いて気になることを質問していました。２月17日には、
関駐在所に校外学習に行き、警察の仕事について学びま
した。普段何をしているか、どうやって犯人を捕まえる
かなどについてたくさん質問していました。

　東日本大震災から今年で12年を迎えました。学校では３月10日に鎮魂集会
を開き，安全担当主幹教諭の紹介でNHK番組の動画を視聴しました。被災し
た小学校の当時の校長先生や卒業生の話の中に，避難指示によって子供たちの
命を守ることができたことが語られていました。今の小学生は記憶にない出来
事ですので，有事があった際の避難行動の指導の必要性を改めて感じました。

　３月に入ってから暖かい日が続き、卒業式当日も晴れ晴れとした空模様となりました。そんな天気のよう
に心のこもった温かい雰囲気の中で卒業式を行うことができました。卒業生にとって、小学校生活後半の３
年間は、新型コロナウイルス感染症対策とともに送ってきた学校生活でした。そのような制限のある中でも、
授業や行事に取り組み、最高学年として七ヶ宿小学校をリードしてくれました。卒業式では、その成長した
姿を保護者の皆様に見せることができました。卒業生の進学後の活躍を楽しみにしています。そして、地域
の皆様、保護者の皆様のおかげで無事卒業式を迎えることができましたことに感謝申し上げます。ありがと
うございました。

　３月１日に６年生を送る会を行いました。この１年間、
６年生は学校行事や縦割り活動など様々な場面で頼もしい
姿を見せてくれました。下級生を励ましたり助けたりする
姿は最上級生として大変立派でした。そんな６年生に感謝
の気持ちを込めて準備した送る会は、優しさがあふれたす
ばらしい会となりました。５年生が中心になって準備を進
め、リーダーシップを発揮する場にもなりました。１～５
年生もそれぞれの役割を果たすことができました。

地域学習で学びを深める（水と歴史の館・駐在所）

震災から12年　鎮魂集会

祝卒業！卒業生が巣立ちました

今までありがとう６年生！

祝卒業！７名の卒業生が学び舎を巣立ちました
　令和５年3月10日（金）令和４年度第26回卒業式が、本校体育館で挙行されまし
た。新型コロナウイルス感染症対策の制限が徐々に緩和されたため、ご来賓には
七ヶ宿町長様、七ヶ宿町議会議長様、七ヶ宿中学校父母教師会会長様、七ヶ宿小
学校長様、七ヶ宿町教育委員の皆様、七ヶ宿町教育委員会教育長様、教育次長様
にご来校いただき、卒業の門出を祝っていただきました。
　校長からは式辞の中で、『「共に築かん」何の言葉かわかりますね。そうです。
七ヶ宿中学校の校歌３番目の歌詞です。これまで皆さんが１年生の時に校歌の１
番「共に学ばん」、２年生の時に「共に磨かん」についてお話してきました。私が皆
さんに話す最後は「共に築かん」です。この「築く」は「命を大切にし、互いにより
よい人生を送れる社会・文化を築く」という意味です。これからの社会は大きく変
わるといいましたが、永遠に変えてはいけないものもあります。それは、命を大
切にすること、お互いのよりよい人生を尊重するということです。現代社会は個
人や一企業の利益が優先されすぎ、地球環境問題や格差社会を生み出してきまし
た。このような問題にも、皆さんは立ち向かっていかなければなりません。３年
間歌い続けてきた「共に築かん」の精神をぜひ社会で発揮してください。そのため
には「共に学ばん」、「共に磨かん」の精神も大事になってきます。心配いりません。
卒業生７名は、いつも力を合わせてコツコツ、粘り強く、実直に学習に取り組ん
できました。まさに、共に学び、共に磨き合ってきたのです。皆さんならこれか
ら出会う人々と共に素晴らしい社会を築きあげるものと信じています。本校の校
歌をいつも心に抱いて、困難を乗り越え幸せな人生を歩んでください。』と、卒業
生にメッセージを送りました。卒業生の皆さん、頑張ってください。
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